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I~I 律的リズムとくに概日リズムの存在が、病気治

療やその基盤をなす楽理学の上で'Mi視できないもの

であることを、はじめて積極的に訴えたのは Hal-

bergとReinberg、19601，1・代の後半のことである。

そのころ私はミネソタ大学のHalbergの研究室に出

入りしていたカ人そこには、 Reinbergがノfリから

|時折きていた。彼らは共同してこの視点を実行にtiti

びつける千上事をしていた。本書の「序」にこの人た

ちの名 jiíjがで、ていて、当時のことカ，.~おかしく思い出

した次第である。

概11リズムは生命現象に普遍的で、多くの生理機

能のJ..にあらわれる。外部刺激に対する感受性も例

外ではなく、したがって、薬物を リズムのどの位相|

で投与ーするかによって効果が異なる(すなわち効果

に周期性がある)可能性は理局からして当然考えら

れることであった。また、リズムの変測が病的な状

態を生むという 立場から病気の治療法を考えるべき

ことも、これまた当然のことであった。

夜、は、このような動きが芽生えていることを、

「性物H寺計一サーカデアン リズムの機構J(岩波書

応、 1975{1ミ)で述べ、そのι1:1で、Halbergll自えるとこ

ろのl時間治療について、 Reinbergらのl時間楽耳目学

的な笑験例などを使って紹介した。当時、国内でも

間際的にも、この穏の研究はなされていなかった

し、おそらくほとんど注目されていなかったと思

う。こんど出版された小川暢也編 I1時間薬王m学」 に

は内外の多くの文献が収録されており、そのほとん

どが1980if以降のもので、 1990年代のものが日ー倒

的に多く、注目度がこのところ急激に高まってきた

ことがわかる(というよりは、病気治療に関するこ

とであるので、目に見えた成果が急には現われなか

ったというべきなのかもしれないが)。

実!IJ性の極めて高い課題で、あるだけに、成果を将

来に的機かつ迅速につなげるためには、研究知見を

遂次3渡辺体系化する作業が必要だ。かつて永111治労

の予によって同じ出版社から、すぐれた総説 III~HIJJ

薬剤 ~t;t:と治療」 がだされたが、それは 1985 iドのこ
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と。その後の進股が見ものであったが、約 15"1'を

経た今1:1、I1時間j薬理学Jの出現はまさにII!iJ'I:(こか

なっている。

この本は18名が分担執筆して、が)2∞ページから

な っている。 rl~心は、循環器系、 H千l成山系、消化株

系、 |人]分花、系などの疾患、隊H民|邸;号、!ぷfiljI~ì~: ';j~: .~li 今

のIf.'t問治療を各論的に扱う青11分にあるが、そのriijの

円141'1:IJ治療にむけてjと題した総論も、 IIS肝I1LI:.物学

における|時間薬理学の位置を論じながら、ぷは概11

振動の生理学的、分子逃伝学的機構にまでAえんで、

内谷は尚度で、ある。

H寺問:Jt理学のとくに大事な課題は、投柴に過した

H寺刻を、概日 リズムのととの位相に求めるかというこ

とである。リズムの普遍性を考えたとき、そこに、

どの~I :. JII!機能のリ ズム(すなわちマーカーリズム )

を選ぶべきかという問題が生じる。そしてこれに対

する最終的な答えが、マーカーリスム 1'1体の制御機

怖を明らかにすることによって何られるものである

ということが、各論を終えた最後の古1I分 「ノパ去の)]~

望jで述べられている。この指摘は、乍11:]をiji.*，1!.に

恭礎と応用などに分けるべきではなく、 1，1!j(i.がー体

のものであることを述べているのであって、これが

そのままこの本を編集する上の型I!.念になっているよ

うに!ぷえる。

H寺問楽lllii学は、ある意味では、決物に対する!感受

性を指標として生体リズムの機構を研究する分野で

あるといっていい。概日振動体の)iji-イ1..が幾つかの動

物で明らかになり、その振動の機械が究明されてい

く過税は、多くの場合、外部刺激とth<動の関係様式

を解明する過程で、あった。このことを考えれば、 :築

物という外j~IIWU i放を JfJ いる時1'11]楽JIIV下が11 .\ 間生物"J:

の':1"で'*たす役割には、期待していいものがあるは

ずである。この本が、臨床医学:や柴J'I""?の人だけで

なく、 |時間生物学者に広く 読まれることを則符した

い。 編おは、楽~tl!学の分野にあって、 H主 1111 ' 1 物学に

JI~ も I II- くから目覚めていた研究者である 。


